
明
治
の
日
本
人
起
源
論
は
、
モ
ー
ス
、
シ
ー
ボ
ル
ト
、
ミ
ル
ン
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
主
に
考
古
学
的
お
よ
び
民
族
学
的
資
料
に
基
づ

い
て
立
論
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
説
に
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
形
質
人
類
学
的
な
資
料
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
形
質
人
類
学
に
よ
る

日
本
人
種
論
は
、
ベ
ル
ッ
が
最
初
で
あ
る
。

ベ
ル
ッ
は
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
、
生
体
計
測
、
生
体
観
察
、
頭
骨
の
研
究
か
ら
、
日
本
人
の
形
質
を
説
い
た
著
書
〃
目
の
【
胃
月
忌
ｇ
①
己

固
鴨
尻
目
呉
扇
二
号
昌
煙
目
邑
閏
″
を
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
彼
は
日
本
人
の
顔
貌
に
地
域
差
の
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
を
長
州
型

（
一
）

と
薩
摩
型
に
分
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
二
、
三
の
外
国
人
研
究
者
に
よ
っ
て
、
日
本
人
顔
貌
の
地

域
差
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

鎖
国
を
解
い
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
は
、
欧
米
人
研
究
者
の
興
味
の
対
象
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
多
く

は
じ
め
に

ベ
ル
ッ
の
日
本
人
起
源
論

外
国
人
研
究
者
に
よ
る
日
本
人
顔
貌
の
タ
イ
プ

報
罐
権
蓼
毒
撫
蓑
罐
一
献
罐
第
誕
儘
平
成
三
年
十
二
月
十
日
受
付

吉
岡

郁

夫
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
ベ
ル
ッ
は
、
蒙
古
種
族
の
異
な
る
二
つ
の
民
族
が
時
代
を
異
に
し
て
二
回
、
日
本
に
侵
入
し
た
と
考
え
、
「
第
一
回
は

東
か
ら
朝
鮮
を
経
て
渡
来
し
、
第
二
回
は
東
も
し
く
は
そ
れ
を
上
ま
わ
る
種
族
が
南
か
ら
来
た
」
と
推
定
し
て
い
る
。
南
と
い
っ
て
も
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ
ン
ド
シ
ナ
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
日
本
ま
で
の
自
然
の
道
は
い
つ
も
朝
鮮
を
経
由
し
て
い
た
。

一
方
、
南
方
か
ら
台
湾
や
琉
球
を
経
て
渡
来
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
琉
球
の
人
々
は
朝
鮮
人
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
琉
球

人
の
特
徴
は
、
黄
褐
色
な
い
し
褐
色
の
顔
色
、
長
い
顔
、
厚
い
が
長
く
、
や
や
中
高
の
鼻
で
示
さ
れ
、
日
本
人
や
お
そ
ら
く
朝
鮮
人
よ
り
鬚

が
濃
い
」
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
マ
レ
ー
人
移
住
の
足
場
と
し
て
、
琉
球
は
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
大
規
模
な
移
住
は
朝

し
か
し
、
黄
色
の
皮
層
、
剛
直
毛
、
ま
ば
ら
な
ひ
げ
、
少
な
い
体
毛
、
短
頭
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
頭
型
、
著
し
く
突
出
し
た
頬
骨
な
ど

は
、
蒙
古
人
と
マ
レ
ー
人
に
共
通
し
て
い
る
。
蒙
古
人
と
マ
レ
ー
人
と
を
対
比
さ
せ
た
誤
り
は
、
蒙
古
人
を
ア
ジ
ア
大
陸
で
日
本
に
最
も
近

く
に
い
る
中
国
人
と
と
っ
た
た
め
で
あ
る
。
中
国
人
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
種
々
雑
多
な
蒙
古
種
族
か
ら
構
成
さ
れ
て

を
思
わ
せ
る
。

い

る
○

の
説
が
あ
っ
た
。
日
本
人
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
蒙
古
人
種
、
マ
レ
ー
人
種
、
ア
イ
ヌ
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
、
あ
る
い
は
二
つ
以

上
混
じ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
、
ア
イ
ヌ
だ
け
は
多
く
の
支
持
を
得
て
い
た
。

ベ
ル
ッ
は
、
ア
イ
ヌ
を
別
と
す
る
と
、
日
本
民
族
に
は
、
二
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
タ
イ
プ
が
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。

第
一
の
タ
イ
プ
（
長
州
型
）
は
上
流
階
級
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
優
美
と
も
い
え
る
く
ら
い
華
著
な
体
つ
き
、
長
頭
、
細
長
い
顔
、

つ
り
上
っ
た
眼
、
ほ
ど
よ
く
中
高
の
鼻
、
小
さ
い
口
な
ど
を
特
徴
と
し
」
て
い
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
（
薩
摩
型
）
は
普
通
庶
民
の
間
に
見
ら
れ

る
タ
イ
プ
で
、
「
ず
ん
ぐ
り
と
が
っ
ち
り
し
た
体
格
、
短
頭
、
幅
広
く
寸
づ
ま
り
の
顔
、
い
ち
じ
る
し
く
張
っ
て
い
る
頬
骨
、
あ
ま
り
つ
り
上

ら
な
い
眼
、
低
い
鼻
、
大
き
な
口
な
ど
の
特
徴
」
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

第
一
の
タ
イ
プ
は
蒙
古
人
的
顔
貌
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
上
流
階
級
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
マ
レ
ー
人
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鮮
経
由
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

第
一
回
の
移
住
者
は
第
一
の
夕
〃

最
初
の
侵
入
地
は
出
雲
で
あ
っ
た
‐

帯
に
集
中
的
に
行
わ
れ
た
⑤

す
な
わ
ち
、
日
本
人
の
中
に
は
、
ア
イ
ヌ
的
要
素
は
少
な
く
、
蒙
古
系
の
二
要
素
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
北
方
蒙
古
系
は
出
雲
に
上

陸
し
た
後
、
本
州
一
円
に
広
が
り
、
現
在
出
雲
、
長
門
地
方
に
そ
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
、
長
州
型
と
呼
ば
れ
る
。
南
方
蒙
古
系
は
九
州

に
上
陸
し
、
次
い
で
本
州
に
渡
っ
て
日
本
全
土
を
征
服
し
、
日
本
の
王
朝
を
設
立
し
た
。
こ
の
種
族
は
日
本
人
全
体
の
中
で
占
め
る
割
合
が

最
も
大
き
く
、
薩
摩
型
と
呼
ば
れ
、
現
在
な
お
薩
摩
一
帯
に
最
も
純
粋
な
形
で
残
っ
て
い
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。

ベ
ル
ッ
の
日
本
人
種
論
が
、
そ
の
後
の
日
本
人
類
学
に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
れ
は
彼
が
東
京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、

彼
の
学
説
が
日
本
人
研
究
者
の
問
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
日
本
人
を
長
州
型
と
薩
摩
型
と
に
分
類
し
た
の
は
、
彼
の
独

創
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ベ
ル
ッ
以
前
に
発
表
さ
れ
た
日
本
人
論
か
ら
、
日
本
人
の
形
質
に
関
す
る
説
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

日
本
人
の
形
質
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
え
る
の
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
論
文
で
あ
る
。
彼
は
「
考
古
説
略
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
日
本

人
起
源
論
を
述
べ
て
い
る
。
日
本
人
は
土
着
の
民
族
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
中
国
か
朝
鮮
あ
た
り
で
し
だ
い
に
混
血
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

薩
摩
の
人
を
見
る
と
、
琉
球
人
と
朝
鮮
人
と
の
混
血
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
畿
内
と
北
越
の
住
民
と
を
区
別
す
る
こ
と
が

（
一
一
）

で
き
る
の
は
、
混
血
の
程
度
に
よ
っ
て
差
を
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
説
は
英
文
『
日
本
考
古
学
」
に
な
る
と
、
さ
ら
に
明
確
に
な
る
。
彼
は
日
本
や
周
辺
地
域
の
習
俗
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

（
一
一
一
）

て
い
る
。

ベ
ル
ッ
以
前
の
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
日
本
人
形
質
論

の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
第
二
回
に
来
た
の
は
お
そ
ら
く
第
二
の
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
の
神
話
か
ら
み
て
、

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
に
国
家
が
建
設
さ
れ
た
後
、
第
二
回
の
渡
来
者
が
九
州
に
移
住
し
、
主
に
薩
摩
一
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．
…
：
こ
ん
に
ち
の
日
本
人
の
な
か
に
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
付
近
の
島
々
や
ア
ジ
ア
大
陸
の
あ
る
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
様
式
が
各
地

に
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
九
州
の
人
は
地
理
的
に
朝
鮮
や
琉
球
に
近
い
の
で
、
彼
地
の
人
び
と
と
多
く
の
類
似
点
が
あ
る
し
、
い
つ
ぽ

う
西
の
方
で
は
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
類
似
す
る
こ
と
が
多
い
。
（
関
・
関
川
訳
）

次
い
で
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
、
奄
美
大
島
へ
海
産
動
物
の
採
集
に
出
か
け
た
ド
イ
ツ
人
動
物
学
者
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
島

（
四
）

の
住
民
に
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
お
そ
ら
く
本
来
の
日
本
人
で
、
主
に
薩
摩
か
ら
琉
球
に
渡
来
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
は
成
人
男
子
に
は
っ
き
り
現
れ
て
お
り
、
本
来
の
大
島
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
少
し
華
著
で
あ
り
、
顔
は
さ

ほ
ど
広
く
な
く
、
顎
が
尖
り
、
本
来
の
日
本
人
の
よ
う
な
上
顎
の
突
出
は
な
い
。
唇
は
薄
い
。
鼻
根
は
深
く
く
ぼ
ん
で
お
ら
ず
、
鼻
背
は
ま

っ
す
ぐ
で
、
出
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
眼
が
大
き
く
、
著
し
い
多
毛
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
に
は
、
日
本
人
女
性
の
よ
う
な
真
平
ら
な

顔
は
な
い
が
、
両
者
の
間
に
は
あ
ま
り
差
が
な
い
。

こ
の
二
型
は
島
全
域
に
平
均
に
分
布
し
、
島
民
の
大
部
分
は
二
つ
の
タ
イ
プ
の
混
血
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
本
来
の
大
島
人
の
タ
イ
プ
は

日
本
南
部
、
九
州
に
最
も
多
い
と
い
わ
れ
る
が
、
琉
球
お
よ
び
日
本
で
の
収
集
資
料
が
不
足
し
て
い
る
、
と
結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

工
学
寮
（
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
）
で
地
質
学
・
鉱
山
学
を
講
じ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ミ
ル
ン
は
、
一
八
八
二
年
の
論
文
に
、
シ
ー
ボ
ル

ト
と
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
の
論
文
を
引
用
し
、
日
本
人
に
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
薩
摩
に
は
、
丸
顔
、
大
き
な
眼
、

や
や
毛
の
多
い
タ
イ
プ
が
あ
り
、
彼
ら
は
お
そ
ら
く
原
住
民
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
別
に
、
長
い
卵
円
形
の
顔
、
著
し
く
斜
め

に
な
っ
た
眼
、
や
や
鷲
の
よ
う
な
鼻
を
持
っ
た
タ
イ
プ
が
あ
る
。
彼
は
前
者
を
原
住
民
タ
イ
プ
、
後
者
を
貴
族
的
タ
イ
プ
と
呼
び
、
奄
美
の

住
民
を
、
ア
イ
ヌ
と
パ
プ
ア
人
と
を
つ
な
ぐ
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
の
一
つ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
祖
先
は
朝
鮮
か
ら
来
た
こ
と
を

（
五
）

示
唆
し
、
「
ま
だ
薩
摩
に
彼
ら
の
古
い
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
ハ
）

ア
イ
ヌ
は
古
い
時
代
に
パ
プ
ア
人
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
て
日
本
に
移
住
し
、
北
方
で
は
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
と
接
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
で
は
マ
レ
ー
族
が
渡
来
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
ン
は
、
琉
球
人
が
多
毛
で
あ
る
こ
と
、
女
性
が
手
背
に
入
墨
を
す
る
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以
上
の
説
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
の
二
型
は
奄
美
大
島
住
民
の
み
の
観
察
で
あ
る

か
ら
、
他
の
報
告
者
の
二
型
と
は
対
応
し
な
い
・

日
本
人
の
顔
貌
に
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
を
記
載
し
た
の
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
著
書
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
研
究

は
考
古
学
が
主
で
あ
る
か
ら
、
日
本
人
の
形
質
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
載
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
も
同
じ
ド
イ
ツ
人
で
あ
る

か
ら
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
著
書
を
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
し
、
互
い
に
意
見
を
交
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

ミ
ル
ン
は
シ
ー
ボ
ル
ト
と
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
の
説
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
ミ
ル
ン
は
日
本
人

の
起
源
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
人
の
顔
貌
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
ン
の
貴
族
的
タ
イ
プ
と
デ
ー

デ
ル
ラ
イ
ン
の
大
島
原
住
民
と
は
、
似
て
い
る
が
相
違
点
も
あ
り
、
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
大
島
人
は
ア
イ
ヌ
と
似
て
い
な
い
と
考
え
た
の
に

（
七
）

対
し
て
、
ミ
ル
ン
は
ア
イ
ヌ
と
似
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ミ
ル
ン
の
日
本
人
の
二
型
を
み
る
と
、
わ
ず
か
一
○
行
の
記
載
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ッ
の
二
型
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ベ
ル
ッ
の
薩
摩
型
は
ミ
ル
ン
の
原
住
民
タ
イ
プ
、
長
州
型
は
貴
族
タ
イ
プ
に
対
応
す
る
。
ミ
ル
ン
は
人
類
学
者
で
は
な
い
の
で
、
ベ
ル
ッ
の

よ
う
に
詳
し
い
生
体
観
察
や
生
体
計
測
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
説
を
補
強
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
鋭
い
直
観
と
観
察
眼
の
持
主
で
あ

こ
と
な
ど
か
ら
、
ア
イ
ヌ
と
琉
球
人
の
類
似
を
強
調
し
、
ア
イ
ヌ
の
い
た
日
本
本
土
が
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
や
マ
レ
ー
族
の
祖
先
に
よ
っ
て
侵
略

さ
れ
、
「
破
ら
れ
た
領
土
：
．
…
で
残
っ
た
も
の
は
す
べ
て
Ｉ
ア
イ
ヌ
、
エ
ー
タ
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
〕
、
台
湾
お
よ
び
大
島
の
原
住
民
の
よ
う
に
、

か
っ
て
は
多
少
と
も
連
続
し
た
線
で
あ
っ
た
も
の
の
破
片
で
あ
る
」
と
い
う
。
彼
の
考
え
に
従
う
と
、
ア
イ
ヌ
の
居
住
地
が
日
本
人
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
、
南
の
琉
球
人
と
北
の
ア
イ
ヌ
と
に
分
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ょ
う
に
詳
し
い
生
体
議
察
や
坐

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

考
察
と
ま
と
め
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ミ
ル
ン
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
九
州
旅
行
を
し
て
、
阿
蘇
に
登
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
調
査
旅
行
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
二
型
の

原
形
が
で
き
上
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ッ
は
同
国
人
の
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
か
ら
、
大
島
住
民
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
た

で
あ
ろ
う
し
、
ミ
ル
ン
の
論
文
も
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ッ
が
計
測
の
結
果
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
、
ミ
ル
ン
ら
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
と
推
察
さ
れ
る
。

謝
辞
大
分
市
え
と
う
病
院
衛
藤
龍
先
生
の
御
助
力
に
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
一
一
）

へ

一 注
…

（
一
一
一
）

（
四
）
ロ
８
国
行
冒
．
Ｆ
国
．
甲
匡
匡
」
尻
目
‘
旨
め
里
シ
ヨ
閏
昌
○
ｍ
三
目
煙
第
三
胃
言
旨
侭
２
号
吋
口
①
匡
扇
ｇ
ｇ
⑦
①
⑳
①
房
呂
呉
庁
昏
Ｈ
ｚ
ｇ
目
‐
昌
己

く
堅
宍
四
．
盲
冒
Ｑ
①
○
の
冨
里
国
勗
》
》
国
具
巽
や
庁
．
畠
》
い
弓
牢
屋
刃
も
庁
・
暖
》
切
匡
（
）
』
認
〕
扁
曽
．

ク
ラ
イ
ナ
ー
・
ョ
－
‐
ゼ
フ
、
田
畑
千
秋
訳
「
琉
球
諸
島
の
奄
美
大
島
」
「
沖
縄
文
化
研
究
』
八
巻
、
一
’
二
○
頁
、
一
九
八
一
・

（
五
）
三
二
一
の
白
恥
ｚ
ｇ
①
切
○
己
号
の
【
○
３
勺
烏
‐
○
口
目
日
亘
ａ
弓
①
二
臼
の
旦
匿
①
国
（
）
四
目
号
の
〆
匡
邑
①
匡
四
］
〕
号
．
《
《
弓
３
口
臣
目
Ｃ
ロ
の
９
号
の
シ
の
圃
胃

の
Ｏ
ｇ
の
ｇ
ｏ
倫
蚕
口
貰
｝
弓
》
ぐ
（
）
匡
寅
で
ロ
』
雪
‐
ら
虫
屋
認
．

原
著
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次
の
翻
訳
に
よ
っ
た
。

エ
ル
ウ
ィ
ン
．
Ｖ
・
ベ
ル
ッ
（
池
田
次
郎
訳
）
「
日
本
人
の
起
源
と
そ
の
人
種
的
要
素
」
『
論
集
日
本
文
化
の
起
源
」
五
巻
、
平
凡
社
、
一
三

○
’
一
四
二
頁
、
東
京
、
一
九
七
三
。

ヘ
ン
リ
ー
（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
）
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
『
考
古
説
略
』
一
八
七
九
（
斎
藤
忠
編
「
日
本
考
古
学
史
資
料
集
成
』
二
巻
、
吉

川
弘
文
館
、
三
五
’
六
四
頁
、
東
京
、
一
九
七
九
。

盟
①
ご
○
丘
》
函
．
く
．
”
《
《
ｚ
ｇ
①
⑫
○
口
］
四
℃
四
口
①
印
の
四
『
９
国
①
○
一
○
ｍ
】
夛
畠
言
①
ｍ
で
の
ｇ
巴
『
①
貯
旨
‐
①
ｐ
ｏ
の
８
号
の
め
８
コ
の
四
ｍ
①
ご
ｏ
Ｆ
ｍ
く
ぎ
昌
○
穴
○
す
四
日
四
》
屍
己
．

（
斎
藤
編
、
前
掲
言
二
七
七
’
三
○
三
頁
）

関
俊
彦
・
関
川
雅
子
訳
「
先
史
・
原
史
時
代
の
日
本
ｌ
Ｈ
．
Ｖ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
著
『
日
本
考
古
学
」
ｌ
」
更
誌
」
一
六
号
、
一
二

関
俊
彦
・
関
川
雅
子
訳

’
一
四
二
頁
、
一
九
八
一
・

戸Fn
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（
七
）
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
ア
イ
ヌ
の
調
査
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ア
イ
ヌ
の
写
真
と
比
較
し
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ミ
ル
ン
は
奄

美
大
島
、
琉
球
の
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
の
報
告
に
基
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
）

（
六
）
ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
出
て
く
る
想
像
上
の
種
族
。
ミ
ル
ン
は
北
千
島
ア
イ
ヌ
を
北
海
道
ア
イ
ヌ
と
は
別
の
種
族
と
考
え
、
そ
れ
を
コ
ロ
ポ
ク
グ

ル
と
み
な
し
た
。
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